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○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

皆様、こんにちは。定刻でございますの

で、ただいまより足立区地域包括ケアシス

テム推進会議を開催させていただきます。 

 本日はお忙しい中ご出席をいただき、誠

にありがとうございます。本日の司会は地

域包括ケア推進課の澤田が担当させていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 初めに、傍聴者の皆様にお願いがござい

ます。会場内でのビデオカメラ、カメラ、

携帯電話等のご使用はお控えください。ご

理解・ご協力をお願い申し上げます。 

 次に、議事に入る前に事務局より報告さ

せていただきます。 

 当会議の委員の任期は、平成３０年９月

２９日をもって３年間の任期が満了となり

ましたが、足立区地域包括ケアシステムビ

ジョンの策定途中であるため、委員の皆様

には委員の継続と会長、副会長のご留任の

同意についてお願いしたところ、多くの方

からご同意をいただくことができました。 

 なお、継続が困難な委員につきまして

は、新たに後任の方をご推薦いただき、本

日委嘱をさせていただきます。 

 それでは、ただいまより新たに就任とな

る委員の方へ委嘱状を交付いたします。 

 議事の関係上、交付は交代のあった委員

のみとさせていただきます。ご留任いただ

きました委員の皆様への委嘱状、任命書に

つきましては、誠に恐縮ですが、机上にて

交付させていただいております。また、本

来であれば区長から交付するところであり

ますが、他の公務の関係で福祉部長が代理

いたします。 

 それでは、新たにご就任いただく委員を

ご紹介いたします。お名前を読み上げます

ので、その場でご起立いただき、委嘱状の

交付をお願いいたします。 

 足立区老人クラブ連合会、中村輝夫様。 

○中村福祉部長 委嘱状。中村輝夫様。足

立区地域包括ケアシステム推進会議委員を

委嘱いたします。任期、平成３０年９月３

０日から２０２１年９月２９日まで。平成

３０年９月３０日。足立区長近藤やよい。 

○中村委員 よろしくお願いいたします。 

○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

足立区薬剤師会鈴木康大様。 

○中村福祉部長 委嘱状。鈴木康大様。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

ありがとうございました。本日からどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、まず中村委員から一言よろし

いでしょうか。 

○中村委員 今まで村上連合会長が来てお

りましたが、村上連合会長が首都東京の東

老連の会長になりまして、とにかく忙しく

てどうしようもないということで「おま

え、代われ」ということなので、どこまで

できるかわかりませんけれども、後任とし

て務めさせていただきます。村上同様、ご

指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

ありがとうございました。 

 続きまして、鈴木委員、お願いいたしま

す。 

○鈴木委員 年度途中からですが、お世話

になります鈴木康大と申します。そうそう

たる面々の中、とても若輩者で、この場に

いさせていただくのは非常に申し訳ないと

思っているのですが、これからよろしくお

願いします。 

○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

ありがとうございました。 



 続きまして、本日席上に配付させていた

だいた資料を確認させていただきます。 

 本日の「会議次第」でございます。 

次に「委員名簿」でございます。 

次に「足立区地域包括ケアシステムビジ

ョンについて（答申）」でございます。委

員の皆様には事前に送付させていただいた

ビジョン答申案がございましたが、本日の

ものはカラー刷りとなっております。 

 以上でございます。不足等ございました

ら事務局にお声かけをお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

 続きまして、この会議は足立区地域包括

ケアシステム推進会議条例第７条によりま

して委員の過半数の出席により成立いたし

ます。現在、過半数に達しておりまして、

この会議が成立いたしますことをご報告申

し上げます。 

 なお、この会議の会議録は公開すること

となっておりますので、記録の関係上、ご

発言の前にはお名前をお願いいたします。

また、マイクのスイッチは緑色のランプの

点灯及びマイクの先端が赤く光っている状

態でお話しいただけます。 

 なお、一度に使用できる台数に限りがご

ざいますので、お話しの後はスイッチを切

っていただくようにお願いいたします。 

 なお、本日の予定でございますが、１１

時４５分にビジョンの答申、閉会が正午と

考えております。会議の進行にご協力いた

だけますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは諏訪会長、開会のごあいさつを

よろしくお願いします。 

○諏訪会長 開会ということでございます

が、今日から新しい委員も迎えまして、任

期は３年間ということでございます。これ

まで検討してまいりましたが、引き続き推

進の方をどう具体化していくか、皆様方に

お知恵をいただきながら進めたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 それでは着座にて失礼します。今日はビ

ジョンについて最終の審議ということで、

この後区長への答申を予定しているという

ことでございます。円滑に議事を運営して

いきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、本来なら副会長からもごあい

さつをいただきたいと思いますが、審議に

入らせていただきたいと思います。 

 それでは、まず、最初にビジョンのご説

明をお願いします。 

○伊東高齢福祉課長 高齢福祉課長の伊東

でございます。地域包括ケア計画担当課長

も兼務しておりますので、私からビジョン

についてご説明をさせていただきます。 

 資料は本日席上にお配りさせていただき

ました「足立区地域包括ケアシステムビジ

ョンについて」というものでございます。

こちらは案でございますが、こちらもご覧

になりながらお願いします。 

 まず前回、８月２８日の推進会議から３

カ月ほど経過をしてございますが、そのと

きにお示ししたビジョン案からの変更点を

中心にご説明をさせていただきます。 

 大変申しわけございませんが、事前に委

員の皆様にご送付させていただいた資料と

本日カラーで席上に配付させていただきま

した資料の内容が一部だけ異なっておりま

すので、本日のカラー版の資料の方をご覧

いただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 まず、ビジョン案ですが、前回はそのタ

イトル、テーマについてご議論をいただき

ました。前回の推進会議においてはタイト

ル案を４つ提示させていただきました。そ



の４つは、１案として「みんなで紡ぐ ず

っと暮らせる足立（まち）」。「足立」と

書いて「まち」です。２案として「みんな

で創ろう つながりの輪 支え合いの足立

（まち）」。「足立」と書いて「まち」で

す。３案として「つむぐつながり、育む安

心、笑顔の将来（みらい）」、４案として

「足立（まち）ぐるみでつなぐ みんなの

毎日 ずっとのくらし」という４案でござ

いました。前回の推進会議では、どの案に

するかという合意までは至りませんでし

た。また「紡ぐ」という言葉は言いづらい

のではないかというようなご意見をいただ

いております。そこで正副会長を交えて事

務局でも再考をさせていただきました。 

 このビジョン全体を通じてなのですが、

人と人とがつながり、そして担い手の方々

同士もつながり、一丸となって高齢者の

方々を支えていく、取り組みも前に進めて

いく、そうした状態が実現されれば未来は

明るい足立区になって、そして当事者の

方々が笑顔になれる、そういったものをビ

ジョン、タイトルとして表現できればいい

のではないかなというふうに考えました。 

 そして前回提案をさせていただいた案の

中に第３案として「つむぐつながり、育む

安心、笑顔の将来（みらい）」がございま

した。実は、今私が申し上げたことは、こ

の案が一番ビジョンを端的にあらわしてお

り、フレーズとしてもリズム感があるので

はないかというふうに思いました。しか

し、中で「紡ぐ」という言葉が言い難いと

いうご意見もございましたので、「紡ぐつ

ながり」という部分を「つながりで」とい

う言葉に変更いたしまして、本日の答申案

の表紙に記載させていただきました「つな

がりで 育む安心 笑顔の将来（みら

い）」というふうにさせていただきまし

た。そちらを案として提示をさせていただ

いてございます。 

 次に表紙を１枚おめくりいただきたいと

思います。 

 こちらにビジョンの体系図がございま

す。こちらでも変更した部分がございま

す。左上の部分です。ピンク色の「Ａ自立

期」と書いてあるものの上です。こちらに

「心身状態」という記載がございます。前

回お示しした体系図の中では、こちらは

「身体状態」という言葉になっていまし

た。それぞれの自立期、要支援・軽度期、

中重度・終末期においては体の状態だけを

指すのではなくて、心や認知の状態もあら

わす必要があるのではないかというご意見

を正副会長からいただきました。ご意見を

踏まえまして、こちらを「心身状態」とい

う言葉に修正をさせていただいておりま

す。 

 また、この修正に合わせて体系図の一番

下、欄外の部分になります。心身状態の説

明書き、要支援・軽度期、中重度・終末期

のところの説明書きをそれぞれの内容、前

回は「程度の身体状態」という言葉になっ

ていたのですけれども、「程度の身体・認

知・障がいの状態」という表現に修正をさ

せていただきました。 

 そして、この修正に合わせて、そのほか

の本文中にも出てくる「身体状態」とあっ

た言葉については、特に体のことに特化し

た記述を除いては原則的に「身体状態」か

ら「心身状態」というような形の修正をさ

せていただいております。 

 次が最後の大きな修正点になるのですけ

れども、資料編の部分でございます。本日

席上にお配りしたものですが、４５ページ

以降が資料編になっています。そして８月

２８日のときにお示しをした資料編には、



委員の皆様方にワークショップ等でいただ

いた意見集を入れてございました。その意

見集の部分について正副会長とも取り扱い

についてご相談をさせていただいたとこ

ろ、意見集はあくまでもビジョン策定過程

での意見であって、厳密にしっかりと整理

しているものではないこと。よって今まで

の議論の結論を申し伝える答申とは別のも

のとして捉えたほうが望ましいのではとい

うようなご意見もいただきました。よっ

て、今回の資料、答申案の中からは割愛を

してございます。 

 ただ、事務局といたしましては、ビジョ

ンの答申という中には含めないとしても、

策定過程でのご意見というのは今後の地域

包括ケアシステムの事業を検討する上でも

貴重な資料であるというふうには考えてお

りますので、今後の推進会議での検討報告

資料やこれまでの振り返り資料として活用

はさせていただきたいというふうに考えて

ございます。 

 本日席上にお配りしましたビジョンの修

正点についての説明は以上になります。本

日はビジョン、テーマについてもあわせて

ご賛同いただき、ご答申をいただければと

いうふうに考えております。よろしくお願

いいたします。 

○諏訪会長 ありがとうございます。前回

の議論からの大きな修正点をご説明いただ

きました。また事前にお送りをしてご意見

を伺っているというふうに承知をしており

ます。 

 それでは、まず、最初に、ちょっと決め

ることを決めないと。タイトルを決めさせ

ていただきたいと思います。前回こういう

議論があったというお話を今ご説明いただ

きまして、最終的には「つながりで 育む

安心 笑顔の将来（みらい）」という表紙

に書かれてある言葉でどうかという提案で

ございます。これについてはいかがでござ

いましょうか。 

○中村委員 じゃあ、せっかくですから。

老人クラブをやっていますと、やはりかな

りお年寄りが孤立化しつつあるのです。そ

れで老人クラブへ入って一緒に人とつなが

って誰かのために何かをやろうよというよ

うなことを誘っているのですけれども、ち

ょっとここまで話し合っていいのかどうか

わかりませんけれども、誘いに行くと「住

区へ行くとただだけど、あなたのところは

会費を取るから」と、こう言われるんです

よ。でも、月１００円か２００円のこと

で、こんなの１年やっているといろいろな

勉強になる。「講演会もあるし、９０歳の

人だって来ているグラウンドグラフもある

し、そういう形でつながっていけば、あん

た、将来のためにいいですよ」と言うので

すけれども、残念ながら、どうもお金のこ

とが問題になるみたいで、なかなか増えな

いのです。 

 それで、このつながりというのはすごく

大事であると。企業へ勤めていると定年に

なるとおしまいでしょう。だから私は「企

業定年、地域は一生」と、こう言っている

んですよ。ですけれども、なかなか入って

くれない。これは老人クラブ何十年来の懸

案ですね。本当にもうちょっとこの辺で、

前提案したことがあるのですけれども、住

区センターを使うのなら地域の老人クラブ

へ入っている証拠でもあったらただで使え

るよと。極論ですよ、これ。こういうよう

な形をしないと、どんどんつながっていか

ないかなというふうには私は考えておりま

す。以上です。 

○諏訪会長 ありがとうございました。つ

ながりが大事だという観点からご発言をい



ただきました。ありがとうございます。 

 そのほか、まずはタイトルについてはよ

ろしいでしょうか。 

 それではタイトルはこちらの提案どおり

という形で決めさせていただきたいと思い

ます。 

 それでは、あとはビジョンの本体のほう

でございますね。これまで議論を重ねてま

いりましたけれども、せっかく、今日お集

まりの方でございますので、このビジョン

本体の意見もさることながら、ぜひ今後こ

ういうことが必要なのではないかとか、少

しご発言をいただけると、先ほど老人クラ

ブの立場からご発言いただきましたけれど

も、いただければありがたいですけれど

も、どうでしょうか。 

○中村委員 もう一つ、今日出席させて時

間が許せば発言させていただけないかと思

っていたのですけれども、地域ぐるみ、こ

れは非常に高齢者としてはありがたいと思

います。地域ぐるみというのは私、好きな

のですよ。すべてまとめるということが

ね。 

 それで前回出ていませんので何とも言え

ないのですが、ここに地域というからには

障がいを持っている方もいるわけですよ

ね。この方たちは名簿には出ていないので

すけれども、この辺は別として、とにかく

在宅介護が主眼だと思うのです。そうする

と、環境整備をちゃんとしていただかない

と、せっかくいいシステムも生きないじゃ

ないかと。介護する人、される人、両方に

泣きを見ないようなシステムにしていただ

ければ私としては幸いかなというふうに思

っています。これだけは言いたいと思っ

て、今日、出席したのです。どうも失礼い

たしました。 

○諏訪会長 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。 

 医師会の立場でもしありましたら。 

○早川委員 ありがとうございます。今日

は髙田医師会長の代理で出席しました。副

会長の早川です。 

 このケアシステムのこの資料の何ページ

だったか、カラーのこのページですね。こ

のページはとてもよくできているなという

ふうに思っています。医師会としては心身

状態のピンクの自立期、黄緑色のＢ、要支

援・軽度期、Ｃの中重度・終末期、これの

中のＡ－２、Ｂ－２、Ｃ－２、医療・介護

のところで私たちはお世話になる、お手伝

いさせていただくことになると思います

が、特に今の医師会ではＣの、いわゆる往

診も含めた、往診が一体どこでやっている

のかもわからない、それから介護の方たち

から言うと、お医者さんはとてもハードル

が高くていろいろと相談したいことはたく

さんあるのだけれども、相談しにくいとい

う現実のお話も出ておりますので、そこの

溝を埋めるべく多職種連携などを通して顔

が見える関係を特に今は構築しているとこ

ろでございます。以上です。 

○諏訪会長 ありがとうございます。 

地域包括ケアシステムは大変広い領域に

わたって、いろいろな人がいろいろな形で

かかわるということなので、これをどうわ

かりやすくするかということが、もしここ

でまず一歩踏み出せたとしたらよかったか

なというふうに私も思っています。 

 そのほかいかがでしょうか。 

○鈴木委員 薬剤師会の立場からお伝えと

いうか、今後考えていることというか、ビ

ジョンなのですが、先ほど早川先生のおっ

しゃったとおり、我々もＡ－２とＢ－２

で、特にＡ－２の隣、右側の「専門機関と

のつながり」、⑥番のほうとＢ－２の⑩番



「医療と介護の連携促進」、このあたりに

我々は非常に力を入れておりまして、コン

ビニより多いというふうに悪い意味で最近

揶揄される薬局ではありますが、その数を

よい方向に利用して、地域の孤立した方々

をなるべくゼロにしようということで、あ

と孤立以外にも夫婦とかでお住まいです

が、相談先がわからないという方々が非常

に多いので、そのあたりを地域包括支援セ

ンターさんに連絡したりとか担当医の先生

に相談したりとかで、そのように潤滑油み

たいな方向性で今、薬剤師会は動いており

ますので、今後もこの地域包括ケアシステ

ム構築に当たっては、その姿勢を徹底しよ

うかと思っているところです。 

○諏訪会長 足立区は大変広いところです

し、地域包括ケア、本当はきめ細かく地域

の方で網の目みたいな形に作っていかなけ

ればいけないのですが、どこかで、今後そ

ういう絵が出てくるのではないかと思うの

ですが、そういうときにたくさんある資源

はすごく大事なので、ぜひ、これからもよ

ろしくお願いします。 

 そのほかいかがでしょうか。 

 今回、だいぶ、自立期のところでは就労

なども大事だという議論もあったのですけ

れども、シルバーのお立場でいかがでしょ

うか。 

○中島委員 今、見させていただいていま

すけれども、文字の大きさとかはこれでい

いと思います。このぐらいの大きさで。た

だ、イラストが今後どういうものを入れる

か、要はこれが教本になるというか、何か

あったら見ていきましょうという本になる

と思います。だから、その意味ではイラス

トはどんなものが入るのかなと思いながら

今、楽しみにしております。やはりなじん

でいただくという意味で、あまりテキスト

だよ、という意味ではなくて、何かあった

らお助けになるのだよ、というくらいの位

置づけにしていただければいいのかなと思

って見ております。 

表紙の後の「主な取り組み」のところ、

字が小さいですね。これはまた虫メガネが

付属でつくのかなと思いながら見ておった

のですけれども、そのうち改善されると。

イメージとしてはそういうことで、全体的

に非常に立派にできていると思います。あ

りがとうございます。 

○諏訪会長 ありがとうございます。大事

なことをご指摘いただいて、やはり広報に

どういうふうに使って、大きな文字でどう

わかりやすく、区は何をしたいのだ、住民

の人とどうしたいのだ、ということがわか

るようにしなければいけないと。本当に字

は大きくないといけないなと。私もつらい

ので、そう思います。ありがとうございま

す。 

 そのほかいかがでしょうか。 

 では、いかがでしょうか。かなり丁寧に

事務局のほうで団体のご意見を伺ったり修

正プロセスを重ねたりということをしてく

ださってきていますので、このビジョンの

案はこれで了解ということにさせていただ

いてよろしいでしょうか。 

（結構です。という委員あり。） 

ありがとうございます。 

それでは、これから答申ということで少

しセレモニー的になるということでござい

ますが、その前に酒井副会長から答申に当

たっての感想をお願いします。 

○酒井副会長 今回ビジョンができて感無

量です。ただ、このビジョンはできただけ

では当然何も意味がなくて、手にとってい

ただいてみんながいつも見るというもので

なくちゃいけないという鋭いご指摘もいた



だきまして、このできたビジョンは手にと

る方が、いろんな方が見やすいような形に

ちょっと修正したりして作ってもいいのか

な、というふうに思った次第です。 

また、一昨日、介護保険・障がい福祉専

門部会がありました。そこで出てきたの

は、高齢者の方をターゲットにした地域で

のビジョンというものは検討されています

が、障がい者については置いてきぼりじゃ

ないのですか、というような感じも見受け

られました。これは区のほうで、まずは高

齢者福祉分野で地域包括ケアというものを

しっかり形づくって、それを障がい者福祉

で道を作っていくというお話がありまし

た。今後はそういった意味で、まだ道半ば

であるということで取り組んでいっていた

だきたいというふうに思った次第です。 

○諏訪会長 ありがとうございます。 

 最後に私から感想と意義とこれからの課

題ということで申し上げたいと思います。 

 １つは、地域包括ケアシステムを作って

いくときには、やはり行政と事業者の皆さ

ん、専門職の皆さん、それから当然、住民

の方々との協働が非常に大事だということ

で、このビジョンができたということで、

それを作る過程からその第一歩を踏み出し

たのかなというふうに思っています。 

 ビジョンを作っていく過程でワークショ

ップということもさせていただきました

し、その段階で職能団体の方、それから住

民団体の皆様のご意見を伺うことができま

した。また地域包括支援センター、それか

ら社協、生活支援コーディネーターの皆さ

んもそこに参加をしていただきました。こ

れらの人たちは、普段、地場で本当に地域

づくりを実践なさっていらっしゃる皆さん

ということで、そういうことができたとい

うことが非常に作っていく過程で意義があ

ったのかなということです。 

厚労省は、地域包括ケアシステムについ

て規範的統合が大事だと。何でそんな難し

い言葉を使うのかと思いますけれども、目

標の共有ですよね。協働していくためには

目標を共有しなければいけないということ

なので、まず、１つの共有目標ができたの

かなということは大きな一歩であったとい

うふうに思います。 

 それから先ほどの最初のビジョンの図で

すね。字が小さくてわかりにくいというこ

とですが、体系図をなるべく示したいとい

うことで、地域包括ケアシステムは、医

療、介護、それから介護予防、生活支援、

そして住宅、それから認知症の取り組み

と、何か非常に複雑で幅広くて、それぞれ

専門で議論していると全体像がわからなく

なってしまう、というところがどうしても

あって、この会議も部会に分かれて議論は

しているわけですけれども、そのとき、や

はりそもそもどこに向かっているのかと。

私はＡ－２だとかＣ－２だとか、今どの業

務だということができるようになると少し

全体がお互い見えるかなというのは、その

一歩のたたき台ができたということも意味

があったかなというふうに考えておりま

す。 

 それから最後は、これからの課題という

ことですね。ということなのだけれども、

一定の意義はあるのだけれども、このビジ

ョンができたからといって世の中が変わる

わけじゃないということも思っておりまし

て、実際にこれをどう進めるか、そのとき

にどういう仕組みとか検討の場を作りなが

ら進めていくのかということをこれから考

えていく。介護保険の仕組みの中で、やは

り足立区は大変大きい。人口も７０万人

弱、それから面積も比較的広い区だという



ことですので、実際は、地域、地域で、こ

この地区をどうするのだというふうに考え

ていかないと回らないわけですね。そこで

出てきた課題がだんだんと集約をされてい

って区の政策としてどう進めるかという形

に発展していかないといけない、そういう

ボトムアップの仕組みを、今もそういう仕

組みはあるわけですけれども、これもいろ

いろ分かれているというところがございま

すので、それもどうしていくのか、そうい

ったあたり、これからまた皆様のお知恵を

いただきながら、一歩一歩、進めていきた

いというふうに思っております。 

 ビジョン、かなり長い間議論をしまし

た。検討会も多く重ねてまいりました。い

ろいろな形でご協力をいただきまして、あ

りがとうございました。 

 では、ここで終わらせていただきたいと

思いますので、事務局のほうにお返ししま

す。 

○伊東高齢福祉課長 諏訪会長、ありがと

うございました。 

 すみません、事務局を代表するわけでは

ないのですが、私から一言発言させていた

だきます。 

 ビジョンの検討については、昨年の８月

３１日の推進会議から本日まで、約１年３

カ月にわたりまして、ご検討いただきまし

た。本当にありがとうございます。 

 今、会長がおっしゃったとおり、また先

ほど各委員さんの発言をいただきましたと

おり、ビジョンができて終わりではなく

て、これからさらにどう進めていくかが大

変重要であるというふうに思っておりま

す。 

 そして一方、今まで何も取り組んでいな

かったということでは当然なくて、医師会

さんであったり、介護の各事業者さんであ

ったり区民の皆さんや各種団体さんだった

り、それぞれの立場の方々が、今までも地

域包括ケアシステムのことを進めてきてい

ただいたと思っています。その取り組みを

今後さらに加速させていく、発展させてい

くことが大事だというふうにも思っていま

すので、引き続き、我々、区も微力ながら

皆様方のご支援をさせていただきたい、と

いうふうに思っていますので、引き続き、

よろしくお願いします。今までご意見、本

当にありがとうございました。 

○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

ありがとうございました。 

 この後、１１時４５分に区長が会場に入

りまして諏訪会長から答申となります。こ

こで短いのですが、５分間だけ休憩を挟ま

せていただきたいと思います。１１時４０

分にはご着席いただくようにお願い申し上

げます。 

 それでは、５分間休憩させていただきま

す。 

１１時３５分（休憩） 

１１時４０分（再開） 

○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

それでは、これより諏訪会長から近藤区長

に「足立区地域包括ケアシステムビジョン

について」を答申いたします。よろしくお

願いします。 

○諏訪会長 答申書。足立区長 近藤やよい

様。平成２９年８月３１日に諮問された

「（仮称）足立区地域包括ケアシステムビ

ジョン」につきましては、地域包括ケアシ

ステム推進会議において、区内に暮らす高

齢者の理想的な将来像や、その実現のため

の取り組みについて幅広く区民、事業者の

方々の意見を聴いて審議してまいりまし

た。このたび、別添のとおり取りまとめま

したので、答申いたします。 



 本ビジョンに掲げられた取り組みを、区

民・地域、専門機関、区が一丸となって推

進していただき、高齢者への支援・ケアを

より強固なものにしてくださいますようお

願いいたします。平成３０年１１月１６

日。足立区地域包括ケアシステム推進会議 

会長 諏訪徹。 

（会長から区長へ答申書交付） 

○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

それでは写真を撮らせていただきますの

で、そのまま少々お願いいたします。 

（答申書交付・受領の様子を写真撮影） 

 ありがとうございました。 

 それでは近藤区長からごあいさつを申し

上げます。よろしくお願いいたします。 

○近藤区長 昨年の８月３１日の答申以

来、１年以上の長きにわたりまして、それ

ぞれのお立場で本当に熱心にご審議いただ

きまして、今日の答申書を頂戴いたしまし

た。皆様方に投げたボールが今日、私ども

に投げ返ってきたということでございま

す。本当に足立区版ならではの、様々な資

源を折り込んでいただきまして、足立区ら

しさの出た答申を頂戴したものと認識をし

ております。 

 ただ、あくまでも今回のビジョンは絵に

描いた餅でございますので、これをいかに

現実のものに落とし込んでいくか、その責

任が今、私どもに寄せられているというこ

とで、ひしひしとその責任の重さ、厳しさ

を実感するところでございます。庁内また

は庁外、民間の皆様方、さまざまな方々を

巻き込むことによりまして、誰もが安心し

て、この足立区だからこそ人生を生き生き

と全うすることができたと、最期の瞬間ま

でそう思っていただけるようなまちづくり

を進めてまいりたいと思います。 

 それぞれの事業の展開、施策の展開に当

たりましては、今日、この席にお越しの皆

様方のご協力なくしては成り立ちませんの

で、本日で終わりということではなく、今

日、また新たなスタートというふうに受け

止めていただきまして、今後ともご指導・

ご協力のほどをよろしくお願いを申し上げ

ます。 

 諏訪会長をはじめ、委員の皆様方には本

当に長い間ご苦労をおかけいたしました。

苦労したけれども、やっぱりよかったね

と、あと何年かたって必ず言っていただけ

るように私ども全力を尽くしてまいりま

す。ありがとうございました。（拍手） 

○澤田地域包括ケア推進課事業調整係長 

近藤区長、ありがとうございました。 

 区長はこの後、公務のため退室させてい

ただきます。 

（区長退席） 

 ありがとうございました。 

 本日はお忙しいところご出席いただきま

して誠にありがとうございました。推進会

議から区へ答申をいただきましたので、今

後は区として足立区地域包括ケアシステム

ビジョン案のパブリックコメントを実施

し、区民の皆様からいただきましたご意見

等を集約・検討いたしまして、平成３１年

３月中に区として決定したいと考えていま

す。決定のご報告やビジョンの今後の進捗

管理、ビジョンに合わせた推進会議の体制

等を整理する必要もございますので、こう

した案件を議題といたしまして、平成３１

年３月下旬頃に、次回の推進会議を予定し

てございます。日程等詳細が決まりました

ら、改めてお知らせを申し上げます。 

 以上で本日の推進会議は終了となりま

す。初めに傍聴者の皆様からのご退席をお

願いいたします。 

（傍聴者退席） 



ありがとうございました。 

 続きまして区から謝礼をお支払いする委

員の方で書類がまだお手元にある方は、お

帰りの際に事務局へご提出をお願いいたし

ます。 

 また、お車でおいでの委員の方がいらっ

しゃいましたら事務局へお申しつけくださ

い。駐車券をお渡しいたします。 

 それでは本日の足立区地域包括ケアシス

テム推進会議をこれにて閉会させていただ

きます。本日はありがとうございました。 

――了―― 


